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●昭和54年生まれ
●家族：夫・長男（13歳）・次男（6歳）
●学歴：慶應大学法学部卒
　　　　米国コロンビア大学院修了
　　　　国際公共政策（経済）修士
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● 衆議院議員（4期）
● 自民党 国土交通部会 部会長
● 自民党 組織運動本部 副本部長
● 衆議院 国士交通委員会理事
● 党山形県第三選挙区支部支部長
● 元 内閣府特命担当大臣
● 元 国士交通大臣政務官
● 元 環境兼内閣府大臣政務官
● 元 党厚生労働部会長代理
● 元 党農林副部会長

地域の声と経験を活かし推進します

●現場従事者の処遇改善をさらに進め、人材の定着確保を
　図ります
●医療・介護現場のDXやロボット導入による負担軽減をすすめます
●高齢者の居場所づくりや生きがいづくり、認知症対策を支援し
　健康寿命を延伸します
●遠隔医療やDX・AI・ドローン・ドクターヘリ等の活用推進で
　地域間格差を是正します

医療・介護・社会福祉の
充実を図ります

●不足するバス・タクシー・代行・施設送迎車両等のサービス
　充足に向けた制度的枠組みを構築します
●限られた輸送資源のフル活用、公共ライドシェア等の導入、
　地域交通DXを推進します
●鉄道・航空など高速交通網の整備・機能拡充・安定運行・
　ICT利便性向上を推進します
●庄内空港の滑走路延伸・増便・チャーター便の誘致を推進します
●遊佐・鼠ヶ関・新庄の道の駅整備を促進します
●道路・橋梁などの老朽化対策により交通障害を未然に防止します

暮らしを支える
交通手段を確保します

●高等教育の負担軽減や若者政策、住宅支援の強化を推進します
●令和8年度から公立小学校等での給食費の抜本的な負担
　軽減（いわゆる無償化）を着実に進めます
●いじめ、児童虐待、自殺、不登校などの対策や地域での
　こどもの居場所づくりを進めます
●幼児教育・保育の無償化を進め、放課後児童クラブの質・
　量の拡充を進めます
●出産費用の自己負担の無償化等、妊娠・出産に伴う経済的
　負担の軽減を進めます
●保育士等のさらなる処遇・配置基準の改善、DX導入を進めます

こども若者の笑顔が
あふれる地域をつくります

●重点支援地方交付金による食料品・LPガス・灯油・水道代
　支援などの推奨事業メニューを強化します
●電気・ガス代支援に7,300円を補助します（1月～3月）
●子育て世帯には更に応援手当として2万円を給付します
●ガソリン税につづき軽油引取税も4月から暫定税率を廃止します
●中小企業・農林水産業・医療介護保育施設へも処遇改善や
　経営支援を拡充します
●働き控えを防ぎ手取りを増やすため、基礎控除・給与所得
　控除を178万円まで引き上げます

実感できる物価高対策と
所得向上を推進します

●需要に見合った生産を後押しし適切な米価が維持される
　環境を整えます
●輸出促進や観光誘致等による需要の喚起・創出します
●見通しのきく農業政策と米価の安定等により設備投資意欲
　を醸成します
●中山間地における営農・水利施設・地域社会の維持を支援します
●次世代を担う創意工夫やDX・GX・スマート化を応援し、
　そのための基盤整備や営農支援を推進します。
●海洋の調査・研究・管理の充実、漁具漁船リースの支援等
　により水産業を守ります。
●クマ・サル・イノシシ等の鳥獣被害対策を推進します

食の安全保障と
スマート農業を推進します

●日沿道・ウエストライン・東北中央道・月山道の整備を
　促進します
●洋上風力事業の拠点港たる酒田港の機能強化と周辺産業
　の振興と投資を促進します
●「最上川流域緊急治水対策プロジェクト」を推進します
●飛島の特定有人国境離島指定を実現し安全保障と地方創生
　に寄与します
●労務単価・資材単価・積算基準を時代に合わせ見直します
●松枯れ対策を進めて強風・砂塵・倒木から暮らしや農業を
　しっかり守ります

防災・復旧・強靭化・
インフラ整備を推進します

HP・各種SNSもこちらから
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